
NO. 図面名称 縮尺(A3) NO. 縮尺(A3) NO. 図面名称 縮尺(A3)

O-001 表紙・図面リスト（１） - A-024 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 1階平面詳細図 昇降口 ピロティ 図示/2 A-069 (本館・南館)(S62)(現況撤去)階段 被服教室 平面詳細図 1:100

O-002 図面リスト（２） - A-025 (本館・南館)(S45)(現況撤去)展示ホール 昇降口 ピロティ 展開図 1:100 A-070 (本館・南館)(S62)(現況撤去)被服教室 及び 廊下 展開図 1:100

O-003 図面リスト（３） - A-026 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 理科教室 廻り 1階平面詳細図 展開図 図示/2 A-071 (本館・南館)(S62)(現況撤去)音楽教室 平面詳細図 展開図 部分詳細図 図示/2

O-004 解体工事特記仕様書（１） - A-027 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 2階平面詳細図 展開図 視聴覚室 図書室 図示/2 A-072 (本館・南館)(S62)(現況撤去)音楽教室 展開図 1:100

O-005 解体工事特記仕様書（２） - A-028 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 2階平面詳細図 展開図 保健室 図示/2 A-073 (本館・南館)(S62)(現況撤去)1階 建具配置図･家具配置図 1:200

O-006 解体建物概要　面積表 図示/2 A-029 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 2階平面詳細図 詳細図 図示/2 A-074 (本館・南館)(S62)(現況撤去)2階 建具配置図 1:200

O-007 見積区分 工事区分 - A-030 1:100 A-075 (本館・南館)(S62)(現況撤去)建具表 (1) 1:100

O-008 敷地現況図・仮設計画図 1:800 A-031 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 平面詳細図 展開図 教室 図示/2 A-076 (本館・南館)(S62)(現況撤去)建具表 (2) 1:100

O-009 解体後整地図 1:800 A-032 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 平面詳細図 展開図 詳細図 特殊学級 図示/2 A-077 (本館・南館)(S62)(現況撤去)建具表 (3) 1:100

- A-033 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 1階平面詳細図 木工室 金工室 金工木工準備室 1:100 A-078 (本館・南館)(S62)(現況撤去)家具ﾘｽﾄ (1) 1:40

- A-034 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 1階展開図 木工室 金工室 1:100 A-079 (本館・南館)(S62)(現況撤去)家具ﾘｽﾄ (2) 1:60

- A-035 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 1階平面詳細図 展開図 美術室 美術準備室 図示/2 A-080 (本館・南館)(S62)(現況撤去)家具ﾘｽﾄ (3) -

- A-036 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 2階平面詳細図 展開図 調理室 被覆調理準備室 図示/2 A-081 (本館・南館)(S62)(現況撤去)家具ﾘｽﾄ (4) -

- A-037 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 2階平面詳細図 展開図 被覆室 図示/2 A-082 (本館・南館)(S62)(現況撤去)学校用備品等詳細図1 -

- A-038 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 2階平面詳細図 展開図 音楽室 音楽準備室 図示/2 A-083 (本館・南館)(S62)(現況撤去)学校用備品等詳細図2 -

- A-039 (本館・南館)(S45)(現況撤去)1階天井伏図 1:200 A-084 (本館・南館)(S62)(現況撤去)渡廊下 中庭 詳細図 図示/2

- A-040 (本館・南館)(S45)(現況撤去)2階天井伏図 1:200 A-085 (本館)(S62)(現況撤去)特記仕様書1 -

- A-041 (本館・南館)(S45)(現況撤去)3階天井伏図 1:200 A-086 (本館)(S62)(現況撤去)特記仕様書2 -

A-042 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 鋼製建具リスト 1:100 A-087 (本館)(S62)(現況撤去)特記仕様書3 -

A-043 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 鋼製木製建具リスト 1:100 A-088 (本館)(S62)(現況撤去)1・2階改装平面図 1:200

A-044 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 鋼製木製建具リスト 1:100 A-089 (本館)(S62)(現況撤去)3・4階改装平面図 1:200

A-045 (本館・南館)(S45)(現況撤去)リフト詳細図 図示/2 A-090 (本館)(S62)(現況撤去)PH1・2階・地階改装平面図 1:200

A-001 (本館・南館)(S45)(現況撤去)追加変更図 図示/2 A-046 (本館・南館)(S62)(現況撤去)特記仕様書 - A-091 (本館)(S62)(現況撤去)仕上表 -

A-002 (本館・南館)(S45)(現況撤去)特記仕様書 設計概要 - A-047 (本館・南館)(S62)(現況撤去)外部仕上表 室内仕上表 - A-092 (本館)(S62)(現況撤去)立面図 1:400

A-003 (本館・南館)(S45)(現況撤去)内装略記号及び仕様 - A-048 (本館・南館)(S62)(現況撤去)室内仕上表 - A-093 (本館)(S62)(現況撤去)断面図 1:200

A-004 (本館・南館)(S45)(現況撤去)1階平面図 1:200 A-049 (本館・南館)(S62)(現況撤去)改装 平面図1 1:200 A-094 (本館)(S62)(現況撤去)矩計図 1:60

A-005 (本館・南館)(S45)(現況撤去)2階平面図 1:200 A-050 (本館・南館)(S62)(現況撤去)改装 平面図2 1:200 A-095 (本館)(S62)(現況撤去)平面詳細図・矩計図・詳細図・展開図 図示/2

A-006 (本館・南館)(S45)(現況撤去)3階平面図 1:200 A-051 (本館・南館)(S62)(現況撤去)立面図 1:400 A-096 (本館)(S62)(現況撤去)床版配筋図 図示/2

A-007 (本館・南館)(S45)(現況撤去)4、PH階平面図 1:200 A-052 (本館・南館)(S62)(現況撤去)天井伏図1 1:200 A-097 (本館)(S62)(現況撤去)保健室 特CR　展開図 1:100

A-008 (本館・南館)(S45)(現況撤去)立面図 1:400 A-053 (本館・南館)(S62)(現況撤去)天井伏図2 1:200 A-098 (本館)(S62)(現況撤去)校長室 展開図 1:100

A-009 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 標準矩計詳細図 1:60 A-054 (本館・南館)(S62)(現況撤去)矩計図1 1:60 A-099 (本館)(S62)(現況撤去)職員室 湯沸室　印刷室　更衣室　展開図 1:100

A-010 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 標準矩計詳細図 1:60 A-055 (本館・南館)(S62)(現況撤去)矩計図2 1:60 A-100 (本館)(S62)(現況撤去)図書室 準備室　配膳室　資料室　倉庫　展開図 1:100

A-011 (本館・南館)(S45)(現況撤去)部分詳細図1 1:60 A-056 (本館・南館)(S62)(現況撤去)矩計図3 1:60 A-101 (本館)(S62)(現況撤去)CR 展開図 1:100

A-012 (本館・南館)(S45)(現況撤去)部分詳細図2 1:60 A-057 (本館・南館)(S62)(現況撤去)便所 昇降口 校務員室 廻り 平面詳細図 1:100 A-102 (本館)(S62)(現況撤去)視聴覚教室 準備室　展開図 1:100

A-013 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟部分詳細図 1:60 A-058 (本館・南館)(S62)(現況撤去)便所 配膳室 展開図 1:100 A-103 (本館)(S62)(現況撤去)倉庫 観測室 各部詳細図・展開図 図示/2

A-014 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A階段 便所 平面詳細図 1:100 A-059 (本館・南館)(S62)(現況撤去)昇降口 ﾎｰﾙ 展開図 1:100 A-104 (本館)(S62)(現況撤去)1・2階・PH1・2階天井伏図 1:200

A-015 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 便所 階段 配膳室 断面詳細図 図示/2 A-060 (本館・南館)(S62)(現況撤去)廊下 校務員室 宿直室 展開図 1:100 A-105 (本館)(S62)(現況撤去)3・4階天井伏図 1:200

A-016 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 A階段 便所 断面詳細図 図示/2 A-061 (本館・南館)(S62)(現況撤去)理科教室 平面詳細図 展開図 1:100 A-106 (本館)(S62)(現況撤去)2階・PH1・2階家具・改装建具伏図 1:200

A-017 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 階段 詳細図 図示/2 A-062 (本館・南館)(S62)(現況撤去)理科教室 展開図 1:100 A-107 (本館)(S62)(現況撤去)3・4階家具・改装建具伏図 1:200

A-018 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 配膳室 平面詳細図 展開図 図示/2 A-063 (本館・南館)(S62)(現況撤去)技術科教室 平面詳細図 1:100 A-108 (本館)(S62)(現況撤去)改装建具リスト1 1:100

A-019 (本館・南館)(S45)(現況撤去)渡り廊下詳細図 図示/2 A-064 (本館・南館)(S62)(現況撤去)改装 倉庫 技術科教室 準備室 展開図 1:100 A-109 (本館)(S62)(現況撤去)改装建具リスト2 1:100

A-020 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 屋外階段平面詳細図 1:100 A-065 (本館・南館)(S62)(現況撤去)美術科教室 平面詳細図 展開図 1:100 A-110 (本館)(S62)(現況撤去)家具リスト1 1:60

A-021 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 屋外階段断面詳細図 1:100 A-066 (本館・南館)(S62)(現況撤去)美術科教室 展開図 1:100 A-111 (本館)(S62)(現況撤去)家具リスト2 1:60

A-022 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 屋外階段平面断面詳細図 1:100 A-067 (本館・南館)(S62)(現況撤去)料理実習室 平面詳細図 展開図 1:100 A-112 (本館)(S62)(現況撤去)家具リスト3 1:60

A-023 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 1階平面詳細図 部分詳細図 図示/2 A-068 (本館・南館)(S62)(現況撤去)料理実習室 展開図 1:100 A-113 (本館)(S62)(現況撤去)家具リスト4 1:60

【A】意匠図【A】意匠図

図面名称

【O】共通図

【A】意匠図

(本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 2階展開図 校長室 職員室 放送室 スタジオ 資料室 相談室
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 表紙・図面リスト(1)　　　　　　　
-
-

O-001



NO. 図面名称 縮尺(A3) NO. 縮尺(A3) NO. 図面名称 縮尺(A3)

A-114 (本館)(S62)(現況撤去)家具リスト5 1:60 A-173 (東館)(不明)(現況撤去)立面図、平面図 1:200 G-001 (外構)(現況撤去)外構平面図 1:800

A-115 (本館)(S62)(現況撤去)家具リスト6 1:60 A-174 (東館)(不明)(現況撤去)平面図、立面図 1:60 G-002 (外構)(現況撤去)雨水排水平面図 1:800,1:20

A-116 (本館)(S62)(現況撤去)家具リスト7 1:60 A-175 (東館・体育館)(H17)(現況撤去)付近見取り図 配置図 - G-003 (外構)(現況撤去)樹木平面図 1:800

A-117 (本館)(S62)(現況撤去)家具リスト8 1:60 A-176 1:400 G-004 (外構)(現況撤去)外構撤去リスト(1) -

A-118 (本館)(S62)(現況撤去)黒板・掲示板詳細図 - A-177 (東館)(H20)(現況撤去)東棟 既設撤去 改修 立面図 1:400 G-005 (外構)(S62)(現況撤去)外構撤去詳細図(1) 図示/2

A-119 (本館)(S62)(現況撤去)OHPスクリーン・テレビ吊台詳細図 図示/2 A-178 1:100 G-006 (外構)(S45)(現況撤去)外構撤去詳細図(2) 図示/2

A-121a (本館)(H14)(現況撤去)配置図 1:500 A-179 1:100 G-007 (外構)(S45)(現況撤去)外構撤去詳細図(3) 図示/2

A-121b (本館)(H14)(現況撤去)３・４階天井平面図 1:200 A-180 (東館)(H20)(現況撤去)東館 １階 既設撤去 改修 男子便所・女子便所・廊下 平面詳細図 展開図 内部仕上表1:100 G-008 (外構)(S45)(現況撤去)外構撤去詳細図(4) 図示/2

A-121c (本館)(H14)(現況撤去)１・２階天井平面図 1:200 A-181 (東館)(H20)(現況撤去)東館 ２階 改修 男子便所・女子便所 平面詳細図 展開図 内部仕上表 1:100 G-009 (外構)(S47)(現況撤去)外構撤去詳細図(5) 図示/2

A-121d (本館)(H14)(現況撤去)断面図2 1:60 A-182 (東館)(H20)(現況撤去)渡り廊下 既設撤去 改修 平面図・立面図 1:400

A-122 (本館)(H17)(現況撤去)1階平面図 1:100 A-183 (東館)(H20)(現況撤去)渡り廊下 改修 平面詳細図 基礎詳細図 図示/2

A-123 (本館・南館・東館・体育館)(H20)(現況撤去)特記仕様書（その１） - A-184 (東館)(R4)(現況撤去)東館 トイレ詳細図、建具表 図示/2

A-124 (本館・南館・東館・体育館)(H20)(現況撤去)特記仕様書（その２） - A-185 (体育館)(S47)(現況撤去)設計概要 -

A-125 (本館・南館・東館・体育館)(H20)(現況撤去)特記仕様書（その３） - A-186 (体育館)(S47)(現況撤去)平面図 1:200

A-126 (本館・南館・東館・体育館)(H20)(現況撤去)特記仕様書（その４） - A-187 (体育館)(S47)(現況撤去)外部階段詳細図 図示/2

A-127 (本館)(H20)(現況撤去)本館 既設撤去 改修 １階・２階平面図 1:400 A-188 (体育館)(S47)(現況撤去)立面図 1:200

A-128 (本館)(H20)(現況撤去)本館 既設撤去 改修 ３階・４階平面図 1:400 A-189 (体育館)(S47)(現況撤去)矩計図 1:60

A-129 (本館)(H20)(現況撤去)本館 既設撤去 改修 ＰＨ１階・ＰＨ２階平面図 1:400 A-190 (体育館)(S47)(現況撤去)ステージ廻り詳細図 矩計図 1:60

A-130 (本館)(H20)(現況撤去)本館 既設撤去 改修 南・北立面図 1:400 A-191 (体育館)(S47)(現況撤去)玄関矩計詳細図 階段矩計図 図示/2

A-131 (本館)(H20)(現況撤去)本館 改修 矩計詳細図 1:100 A-192 (体育館)(S47)(現況撤去)平面詳細図 1:100

A-132 (本館)(H20)(現況撤去)本館 １階 改修 男子便所・女子便所 平面詳細図 断面詳細図 展開図 天井伏図 図示/2 A-193 (体育館)(S47)(現況撤去)展開図 1:100

A-133 (本館)(H20)(現況撤去)本館 １階 改修 昇降口・ロビー廻り 平面詳細図 展開図 建具表 図示/2 A-194 (体育館)(S47)(現況撤去)床伏図詳細図 図示/2

A-134 (本館)(H20)(現況撤去）本館 １階 改修 用務員室・相談室２ 平面詳細図 断面詳細図 展開図 天井伏図 図示/2 A-195 (体育館)(S47)(現況撤去)天井伏図 1:200 S-001 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 基礎伏図 基礎 地中梁リスト 1:100

A-135 (本館)(H20)(現況撤去)本館 １階 改修 理科室廻り 平面詳細図 断面詳細図 1:100 A-196 (体育館)(S47)(現況撤去)建具表 1:100 S-002 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 2 3階伏図 1:200

A-136 (本館)(H20)(現況撤去)本館 ２階 改修 職員室・印刷室・相談室・更衣室 平面詳細図 建具表 1:100 A-197 (体育館)(H20)(現況撤去)体育館 既存撤去・改修 天井伏図 1:400 S-003 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 4 R階伏図 1:200

A-137 (本館)(H20)(現況撤去)本館 ２階 改修 職員室・印刷室・相談室 展開図 天井伏図 図示/2 A-198 (体育館)(H20)(現況撤去)体育館 改修 立面図 断面図 1:400 S-004 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 梁リスト 1:100

A-138 (本館)(H20)(現況撤去)本館 ３階 改修 普通教室 平面詳細図 天井伏図 1:200 A-199 (体育館)(H20)(現況撤去)体育館 改修 矩計詳細図（１） 1:100 S-005 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 PH伏図 床板配筋図 柱リスト 1:100

A-139 (本館)(H20)(現況撤去)本館 ３階 既設撤去 改修 普通教室 展開図 1:100 A-200 (体育館)(H20)(現況撤去)体育館 改修 矩計詳細図（２） 1:100 S-006 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 PH詳細図 1:100

A-140 (本館)(H20)(現況撤去)本館 ＰＨ階 既設撤去 改修 平面詳細図 展開図 天井伏図 1:100 A-201 (プール)(S60)(現況撤去)特記仕様書1 - S-007 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 架構図1 1:100

A-141 (本館)(H20)(現況撤去)家具詳細図 1:40 A-202 (プール)(S60)(現況撤去)特記仕様書2 - S-008 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 架構図2 1:100

A-142 (本館)(H20)(現況撤去)黒板・掲示板詳細図 1:20 A-203 (プール)(S60)(現況撤去)平面図 外部仕上げ表 1:200 S-009 (本館・南館)(S45)(現況撤去)A棟 床板 階段 1:100

A-143 (南館)(H20)(現況撤去)南館 既設撤去 改修 平面図 1:400 A-204 (プール)(S60)(現況撤去)各立面図 1:200 S-010 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 基礎伏図 基礎 地中梁リスト 1:200

A-144 (南館)(H20)(現況撤去)南館 既設撤去 改修 立面図 1:400 A-205 (プール)(S60)(現況撤去)屋根伏図 断面図 図示/2 S-011 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 2、R階伏図 1:200

A-145 (南館)(H20)(現況撤去)南館 既設撤去 改修 矩計詳細図 1:100 A-206 (プール)(S60)(現況撤去)矩計断面詳細図 臥梁詳細図 図示/2 S-012 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 柱梁リスト 架構図 床板 1:100

A-146 (南館)(H20)(現況撤去)南館 既設撤去 改修 調理室・音楽室 部分平面詳細図 展開図 1:100 A-207 (プール)(S60)(現況撤去)平面詳細図 断面詳細図 1:60 S-013 (本館・南館)(S45)(現況撤去)B棟 架構図 -

A-147 (本館・東館)(R4)(現況撤去)特記仕様書 1 - A-208 (プール)(S60)(現況撤去)断面詳細図 図示/2 S-014 (本館)(H20)(現況撤去)本館 伏図（補強図） 図示/2

A-148 (本館・東館)(R4)(現況撤去)特記仕様書 2 - A-209 (プール)(S60)(現況撤去)平面詳細図 各部詳細図 図示/2 S-015 (本館)(H20)(現況撤去)本館 軸組図（１）（補強図） 図示/2

A-149 (本館)(R4)(現況撤去)本館 女子トイレ詳細図、天井伏図、建具表、開口補強詳細図 図示/2 A-210 (プール)(S60)(現況撤去)展開図 1:100 S-016 (本館)(H20)(現況撤去)本館 軸組図（２）（補強図） 図示/2

A-150 (本館)(R4)(現況撤去)本館 男子トイレ詳細図、建具表 図示/2 A-211 (プール)(S60)(現況撤去)展開図建具リスト 1:100 S-017 (本館)(H20)(現況撤去)本館 増設壁補強詳細図（１） 雑配筋詳細図 図示/2

A-151 (東館)(S54)(現況撤去)特記仕様書 - A-212 (プール)(S60)(現況撤去)配置図(地盤改良外構その他) 1:500 S-018 (本館)(H20)(現況撤去)本館 増設壁補強詳細図（２） 図示/2

A-152 (東館)(S54)(現況撤去)設計概要面積表 1:600 A-213 (プール)(S60)(現況撤去)プール参考図 - S-019 (本館)(H20)(現況撤去)本館 鉄骨ブレース補強詳細図（１） 図示/2

A-153 (東館)(S54)(現況撤去)平面図 1:200 A-214 (プール)(S60)(現況撤去)部分詳細図 - S-020 (本館)(H20)(現況撤去)本館 鉄骨ブレース補強詳細図（２） 図示/2

A-154 (東館)(S54)(現況撤去)立面図 1:200 A-215 (屋外トイレ)(H13)(現況撤去)平面図　基礎伏図　臥梁　屋根伏図 図示/2 S-021 (本館)(H20)(現況撤去)本館 鉄骨ブレース補強詳細図（３） 図示/2

A-155 (東館)(S54)(現況撤去)矩計詳細図 1:100 A-216 (屋外トイレ)(H13)(現況撤去)立面図 図示/2 S-022 (本館)(H20)(現況撤去)本館 鉄骨ブレース補強詳細図（４） 図示/2

A-156 (東館)(S54)(現況撤去)階段平面詳細図 1:100 A-217 (屋外トイレ)(H13)(現況撤去)断面図 建具表 図示/2 S-023 (本館)(H20)(現況撤去)本館 鉄骨ブレース接着工法特記仕様書 -

A-157 (東館)(S54)(現況撤去)階段断面詳細図 1:100 A-218 (屋外トイレ)(H13)(現況撤去)矩計詳細図　腰壁断面図 図示/2 S-024 (南館)(H20)(現況撤去)南館 伏図（補強図） 軸組図（補強図） 図示/2

A-158 (東館)(S54)(現況撤去)標準詳細図1 図示/2 A-219 (屋外トイレ)(H13)(現況撤去)構造図 階段詳細図 図示/2 S-025 (南館)(H20)(現況撤去)南館 増設壁補強詳細図 耐震スリット要領図 1:60

A-159 (東館)(S54)(現況撤去)標準詳細図2 図示/2 A-220 図示/2 S-026 (南館)(H20)(現況撤去)南館 鉄骨ブレース補強詳細図 図示/2

A-160 (東館)(S54)(現況撤去)教材室 暗室　便所詳細図　展開図 1:100 A-221 (本館側プロパン庫)(S45)(現況撤去)外構図-2 図示/2 S-027 (南館)(H20)(現況撤去)南館 鉄骨ブレース接着工法特記仕様書 -

A-161 (東館)(S54)(現況撤去)便所暗室断面詳細図 図示/2 A-222 (部室棟・屋外倉庫・東館側ポンプ室・東館側プロパン庫)(現況撤去)平面図・立面図・断面図 図示 S-028 (東館)(S54)(現況撤去)2、3、4、R階伏図 基礎地中梁伏図 1:200

A-162 (東館)(S54)(現況撤去)昇降口詳細図　展開図 1:100 A-223 (現況撤去)撤去造作物案内図(1) 1:300 S-029 (東館)(S54)(現況撤去)基礎、地中梁リスト 1:100

A-163 (東館)(S54)(現況撤去)理科室 準備室 詳細図　展開図 1:200 A-224 (現況撤去)撤去造作物案内図(2) 1:300 S-030 (東館)(S54)(現況撤去)柱、梁断面リスト 1:100

A-164 (東館)(S54)(現況撤去)普通教室詳細図　展開図 図示/2 A-225 (現況撤去)撤去造作物案内図(3) 1:300 S-031 (東館)(S54)(現況撤去)架構配筋図 1:100

A-165 (東館)(S54)(現況撤去)天井・床伏図 1:200 A-226 (現況撤去)撤去造作物案内図(4) 1:300 S-032 (東館)(S54)(現況撤去)配筋標準図 -

A-166 (東館)(S54)(現況撤去)建具平面図 1:100 A-227 (現況撤去)撤去造作物リスト(1) S-033 (東館)(S54)(現況撤去)渡り廊下廻り構造図 図示/2

A-167 (東館)(S54)(現況撤去)建具表 1:200 A-228 (現況撤去)撤去造作物リスト(2) S-035 (東館)(S54)(現況撤去)浄化槽配筋図(1) 1:200

A-168 (東館)(S54)(現況撤去)渡り廊下1階平面図 1:200 S-036 (東館)(S54)(現況撤去)浄化槽配筋図(2) 1:100

A-169 (東館)(S54)(現況撤去)渡り廊下2・3平面図・屋根伏図建具平面割付図 図示/2 S-037 (東館)(H20)(現況撤去)東館 伏図（補強図） 図示/2

A-170 (東館)(S54)(現況撤去)渡り廊下断面詳細図北立面図 図示/2 S-038 (東館)(H20)(現況撤去)東館 軸組図（補強図） 図示/2

A-171 (東館)(S54)(現況撤去)渡り廊下建具表外部階段廻り詳細図 1:100 S-039 (東館)(H20)(現況撤去)東館 増設壁補強詳細図（１） 耐震スリット要領図 1:60

A-172 (東館)(S54)(現況撤去)既存階段室一部改修図 1:100 S-040 (東館)(H20)(現況撤去)東館 増設壁補強詳細図（２） 図示/2

【A】意匠図

(東館)(H20)(現況撤去)東館 １階 既設撤去 改修 理科室 準備室 展開図

【S】構造図

(本館側ポンプ室)(S45)(現況撤去)渡り廊下詳細図

【G】外構図【A】意匠図

(東館)(H20)(現況撤去)東館 １階 改修 理科室・準備室 平面詳細図 建具表 内部仕上表

(東館)(H20)(現況撤去)東棟 既設撤去 改修 平面図

図面名称

今村　達哉

鈴木　康夫

舘柳　光佑

年 日月成作

回４第

回３第

回２第

１第

備 考

回

06・6305・2222

06・6305・6666

〒 532-0011本      社 大阪市淀川区西中島４－３－２　類ビル
〒 144-0052
〒 532-0011 大阪市淀川区西中島４－３－２　類ビル

工事名称

図面名称 縮尺

A3:
A1:

図面ＮＯ．

東京都大田区蒲田５－３８－３　蒲田朝日ビルディング東京設計室
大阪設計室

03・5713・1011

2026　  5　　29

小熊　耕平

一級建築士 大臣登録第363087号 生駒南中学校校舎等解体工事

  図面リスト(2)　　　
-
- 

O-002



NO. 図面名称 縮尺(A3) NO. 縮尺(A3) NO. 図面名称 縮尺(A3)

S-041 (東館)(H20)(現況撤去)東館 増設壁補強詳細図（３） 図示/2 E-001 工事概要・撤去案内図 1:800 M-001 工事概要・撤去案内図 1:800

S-042 (東館)(H20)(現況撤去)渡り廊下 伏図（補強図） 軸組図（補強図） 図示/2 E-002 (現況撤去）屋外電気設備　撤去図 1:800 M-002 屋外衛生撤去配管図・桝リスト 図示

S-043 (東館)(H20)(現況撤去)渡り廊下 柱脚・基礎 補強詳細図 図示/2 E-003 (現況撤去）受変電設備　単線結線図 - M-003 受水槽撤去平面図・立面図 1:50

S-044 (体育館)(S47)(現況撤去)伏図 基礎 地中梁 リスト 図示/2 E-004 (本館・南館)（S46）(現況撤去)幹線・動力・弱電設備　地下1階・1階　平面図 1:200 M-004 受水槽(東)・ポンプ室(東)　平面図・機器表 1:60

S-045 (体育館)(S47)(現況撤去)架構図 1:100 E-005 (本館・南館)（S46）(現況撤去)幹線・動力・弱電設備　2階平面図 1:200 M-005 ポンプ室平面詳細図・機器表 図示

S-046 (体育館)(S47)(現況撤去)柱 梁 スラブ断面リスト 1:100 E-006 (本館)（S46）(現況撤去)幹線・動力・弱電設備　3・4階平面図 1:200 M-006 浄化槽設備　詳細図（1) 1:80

S-047 (体育館)(S47)(現況撤去)配筋基準図 - E-007 (本館・南館)(現況撤去)電灯コンセント設備　1階平面図 1:200 M-007 浄化槽設備　詳細図（2) 1:80

S-048 (体育館)(S47)(現況撤去)鉄骨図 図示/2 E-008 (本館・南館)（S46）(現況撤去)電灯コンセント設備　2階平面図 1:200 M-008 浄化槽設備　詳細図（3) 1:80

S-049 (体育館)(H20)(現況撤去)体育館 伏図（補強図） 図示/2 E-009 (本館)（S46）(現況撤去)電灯コンセント設備　3・4階平面図 1:200 M-009 ガス設備　系統図 -

S-050 (体育館)(H20)(現況撤去)体育館 軸組図（補強図） 図示/2 E-010 (本館・南館)（S46）(現況撤去)情報設備　1階平面図 1:200 M-010 ガス設備　平面図 1:400

S-051 (体育館)(H20)(現況撤去)体育館 鉄骨詳細図（１） 図示/2 E-011 (本館・南館)（S46）(現況撤去)情報設備　2階平面図 1:200 M-011 (本館)(現況撤去)衛生・消火設備　1階平面図 1:200

S-052 (体育館)(H20)(現況撤去)体育館 鉄骨詳細図（２） 図示/2 E-012 (本館)（S46）(現況撤去)情報設備　3・4階平面図 1:200 M-012 (本館)(現況撤去)衛生・消火・ガス設備　2階平面図 1:200

S-053 (プール)(S60)(現況撤去)基礎伏図 1:200 E-013 (本館・南館)（S46）(現況撤去)自動火災報知設備　1階平面図 1:200 M-013 (本館)(現況撤去)衛生・消火・ガス設備　3階平面図 1:200

S-054 (プール)(S60)(現況撤去)配筋図1 1:60 E-014 (本館・南館)（S46）(現況撤去)自動火災報知設備　2階平面図 1:200 M-014 (本館)(現況撤去)衛生・消火・ガス設備　4階平面図 1:200

S-055 (プール)(S60)(現況撤去)配筋図2 1:60 E-015 (本館)（S46）(現況撤去)自動火災報知設備　3・4階平面図 1:200 M-015 (本館)(現況撤去)衛生・消火設備　PH1.2階平面図 1:200

S-056 (屋外トイレ)(H13)(現況撤去)平面図　基礎伏図　臥梁　屋根伏図 図示/2 E-016 (本館)（S46）(現況撤去)電気設備　R階平面図 1:200 M-016 (本館)(現況撤去)衛生設備　器具表（1階）/便所・用務員廻り詳細図 1:100

S-057 (屋外トイレ)(H13)(現況撤去)構造図 階段詳細図 図示/2 E-017 (本館・南館)（S62）(現況撤去)弱電設備　地下1階・１階平面図 1:200 M-017 (本館)(現況撤去)衛生設備　器具表/便所詳細図（2.3.4階） 1:50

S-058 E-018 (本館・南館)（S62）(現況撤去)電灯コンセント設備　１階平面図 1:200 M-018 (本館)(現況撤去)衛生設備　男子便所詳細図（2.3.4階） 1:50

S-059 E-019 (本館・南館)（S62）(現況撤去)自動火災報知設備　1階平面図 1:200 M-019 (本館)(現況撤去)衛生設備　校長室・職員室・保健室詳細図 図示

S-060 E-020 (東館)(現況撤去)幹線・動力・弱電設備　1～4階平面図 1:200 M-020 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　機器表（GHP） -

S-061 E-021 (東館)(現況撤去)電灯コンセント設備　1～4階平面図 1:200 M-021 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　系統図（GHP） -

S-062 E-022 (東館)(現況撤去)情報設備　1～4階平面図 1:200 M-022 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　1階平面図（GHP） 1:300

S-063 E-023 (東館)(現況撤去)自動火災報知設備　1～4階平面図 1:200 M-023 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　2階平面図（GHP） 1:300

S-064 E-024 (東館)(現況撤去)渡り廊下 電気設備　平面図 1:200 M-024 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　3階平面図（GHP） 1:300

S-065 E-025 (体育館)(現況撤去)幹線・動力・弱電設備　1・2階平面図 1:200 M-025 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　4階平面図（GHP） 1:300

S-066 E-026 (体育館)(現況撤去)電灯設備　照明姿図 - M-026 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　1階集中リモコン配線図（GHP） 1:300

S-067 E-027 (体育館)(現況撤去)電灯設備　1階平面図 1:200 M-027 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　2.3階集中リモコン配線図（GHP） 1:300

S-068 E-028 (体育館)(現況撤去)電灯設備　2階平面図 1:200 M-028 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　1階平面図（EHP） 1:300

S-069 E-029 (体育館)(現況撤去)コンセント設備　1・2階平面図 1:200 M-029 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　2階平面図（EHP） 1:300

S-070 E-030 (体育館)(現況撤去)情報設備　1階平面図 1:200 M-030 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　3階平面図（EHP） 1:300

S-071 E-031 (体育館)(現況撤去)自動火災報知設備　1・2階平面図 1:200 M-031 (本館・南館・東館)(現況撤去)空調設備　4階平面図（EHP） 1:300

S-072 E-032 (プール)(現況撤去)電気設備　平面図 1:150 M-032 (本館・南館・東館)(現況撤去)換気設備　機器表 -

S-073 E-033 (屋外トイレ・部室棟・屋外倉庫・東館側ポンプ室)(現況撤去)電気設備　平面図 図示 M-033 (本館・南館・東館)(現況撤去)換気設備　1階平面図　 1:300

S-074 E-034 （合併処理槽）（現況撤去）電気設備　配置図 1:600 M-034 (本館・南館・東館)(現況撤去)換気設備　2階平面図　 1:300

S-075 M-035 (本館・南館・東館)(現況撤去)換気設備　3階平面図　 1:300

S-076 M-036 (本館・南館・東館)(現況撤去)換気設備　4階平面図　 1:300

S-077 M-037 (南館)(現況撤去)衛生・消火設備　1階平面図 1:200

S-078 M-038 (南館)(現況撤去)衛生・消火設備　2階平面図 1:200

S-079 M-039 (南館)(現況撤去)衛生設備　2階平面詳細図 1:200

S-080 M-040 (南館)(現況撤去)衛生設備　美術室・料理実習室詳細図 1:100

S-081 M-041 (南館)(現況撤去)衛生設備　被服室平面詳細図 1:100

S-082 M-042 (南館)(現況撤去)ガス設備　1.2階平面図 1:200

S-083 M-043 (東館)(現況撤去)衛生設備　1.2.3.4階平面図 1:200

S-084 M-044 (東館)(現況撤去)衛生設備　器具表（1.2階） -

S-085 M-045 (東館)(現況撤去)衛生設備　器具表（3.4階）/便所廻り詳細図 1:50

S-086 M-046 (東館)(現況撤去)衛生設備　便所・理科教室廻り平面詳細図 1:100

S-087 M-047 (体育館)(現況撤去)衛生設備・換気設備　平面図 1:200

S-088 M-048 (プール)(現況撤去)衛生設備　配置図 1:300

S-089 M-049 (プール)(現況撤去)衛生設備　平面図 1:200

S-090 M-050 (プール)(現況撤去)衛生設備　便所詳細図 1:50

S-091 M-051 (プール)(現況撤去)衛生設備　シャワー・洗体槽廻り詳細図 1:50

S-092 M-052 (プール)(現況撤去)衛生設備　機械室詳細図 1:50

S-093 M-053 (屋外トイレ)(現況撤去)衛生設備　平面詳細図 1:150

S-094 M-054 (本館・南館)(現況撤去)プロパンガス設備　1階平面図　 1:200

S-095 M-055 (本館・南館)(現況撤去)プロパンガス設備　2階平面図　 1:200

S-096 M-056 (本館)(現況撤去)プロパンガス設備　3.4階平面図　 1:200

S-097 M-057 (本館)(現況撤去)プロパンガス設備　理科室平面詳細図　 1:60

S-098 M-058 (本館)(現況撤去)プロパンガス設備　LPガス庫詳細図 1:30

S-099 M-059 (東館)(現況撤去)プロパンガス設備　1.2階平面図 1:200

S-100 M-060 (東館)(現況撤去)プロパンガス設備　3.4階平面図 1:200

S-101 M-061 (東館)(現況撤去)プロパンガス設備　LPガス庫(東)詳細図 1:30

【S】構造図 【E】電気設備図 【M】機械設備図
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内村興産㈱

 昼夜別

・　図示

（・　防音シート　　・　その他)

・　単管足場

建築物解体工事特記仕様書

Ⅰ　工  事  概  要

防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）

・　外構工事特記仕様書
・　電気設備工事特記仕様書

・　植栽工事特記仕様書
・　機械設備工事特記仕様書

１　工事名称

２　工事場所

３　用途地域等

４　主要用途

５　敷地面積

６　工事の概要

７　別 途 工 事

８　そ　の　他

９　特記仕様書の範囲
特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の・印もので構成する。

石綿等の取扱いについては，石綿障害予防規則（平成１７年２月２４日厚生労働省令第２１号）

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

１．共通仕様

による。

２．特記仕様

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適用する。

・印と※印のついた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の［　］、（　）及び＜　＞内の表示番号は、それぞれ「解体共通仕様書」、「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」の当該
項目、当該図又は当該表を示す。

章 項　　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

１

一
般
共
通
事
項

１．一般事項 ※　工事にあたっては，近隣住民や通行人に対する安全の確保に努めること。
※　工事にあたっては，騒音規制法，振動規制法等の関係法令を遵守し，必要な措置を講ずること。

※　工事着手前に近隣住民等へ周知すること。

３.交通誘導警備員 ・　配置する ・　配置しない

１．交通誘導警備員は「警備業法（昭和４７年７月５日法律第１１７号」第４条による認定を受けた警備業者の警

備員を配置すること。

配置場所

昼間

交替要員 備　考交通誘導警備員
無

積算員数(参考)

交通誘導警備員Ｂ：警備業者の警備員（警備業法第２条第４項に規定する警備員をいう。）で交通誘導警備業務

（警備員等の検定等に関する規則第１条第４号に規定する交通誘導警備業務をいう。）に従
事する交通誘導警備業務に係る一級検定合格警備員又は二級検定合格警備員以外の交通の誘

導に従事するもの

４．監督職員事務所 ・  設ける

・  既存建物内の一部を使用する。

・  備え付ける備品  （                             ）

※  設けない （受注者事務所内に打合せスペースを確保する）

５．工事表示板 ※　工事表示板 ・　建設の事業の保険関係成立の標識・  建設リサイクル法による標識

・　建設業退職金共済制度適用事業主工事現場標識 ・　建築物等の解体等の作業に関するお知らせ

６．工事用水

７．工事用電力

構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

構内既存の施設　※ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

・ 利用できない

・ 利用できない

８．工事用通路 ※　指定しない　　・　指定する（図示）

９．足場等 内部足場 ・　脚立、足場板等 <2.2.1>
外部足場 ・　枠組足場 ・　移動式足場

・　移動式足場

防護シート ・　設ける

・　くさび緊結式足場

・　設けない
材料の運搬 ・　Ａ種 ・　Ｂ種 ・　Ｃ種 ・　Ｄ種 ・　Ｅ種 <表2.2.1>

足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成21年4月）」によるものとし、
足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、すべての作業床について手すり、中さん及び幅木の機能

を有するものを設置しなければならない。なお、改善措置機材による場合は、手すり先行専用足場型と同等の機能
を確保するように努めること。

10．その他 ・  酸素・アセチレン・軽油等の危険物は所定の位置に施錠できる小屋等に保管すること。

・  作業通路は，指定通路表示を行い，足場等の堅固なもので頭上の保護を行うこと。

・  建物周辺は，粉塵防止や火災発生に備えて散水を行うこと。
・  工事に関係部分の出入の表示を行うこと。

３

解
体
施
工

１．解体工法 ※  解体工法は，低振動・低騒音型の機械器具等の選定を心がけ，防音シートや散水等により騒音・振動の減少、

粉塵の防止に努めること。

※  解体方法及び手順は，「分別解体等に係る施工方法に関する基準（建設リサイクル法規則第２条）」による。

２．施工計画書等 工程表・施工計画書・仮設計画書等は，工事契約後速やかに監督職員に提出し，承諾を得ること。 [1.2.1～2]

３．杭 杭の解体

杭の解体工法 ・　引き抜き工法　（・　振動　　　・　ケーシング　　　・　　　　　)

・　粉砕による解体

・　行う　（　・　杭頭から　　　ｍまで　　　※　全長（杭の仕様については図示）） [3.9.2]

４．樹木等 樹木の伐採伐根及び移植 [3.11.1]

５．地下埋設物の

埋設配管

地下埋設物及び埋設配管の解体 [3.12.1]

６．解体後の整地 解体後の埋戻し及び盛り土

・　行う
埋戻し及び盛土の材料

・　Ａ　種 ※　Ｂ　種 ・　Ｃ　種 ・　Ｄ　種 (3.2.3)(表3.2.1)

[3.13.1]

下）を使用する。

・　構造物撤去等により自現場で発生するコンクリート塊を現場内で破砕したもの（粒径４０㎜以

・　図示による

埋戻し範囲

Ｃ種の場合 建設発生土受入れ量 m3
発生場所

受入条件

整地の高さ ・　現状ＧＬ

・　行わない

４

建
設
廃
棄
物
の
処
理

（建設副産物の搬出）

（２）伐木材、伐根材、倒木

片道 受入期間及び
建設副産物 受入場所（施設） その他受入条件 備考

運搬距離 受入時間

(伐木材、伐根材等)

・　建設発生木材

（３）特定建設資材廃棄物
　本工事における特定建設資材廃棄物については、原則県内の再資源化等施設に搬出するものとする。なお、

指定するものではない。また、受入施設の変更にかかる設計変更の取扱いは、２．によるものとする。
　但し、建設工事請負契約書における「７　解体工事に要する費用等（３）再資源化等をする施設の名称及び所

在地」に定める事項については、契約締結時に発注者と受注者の間で確認されるものであるため、発注者が積算
上条件明示した以下の事項と別の方法であった場合でも設計変更の対象としない。

（４）建設廃棄物（特定建設資材廃棄物以外）

　本工事で発生する建設廃棄物（特定建設資材廃棄物以外）については、原則県内の再資源化施設等に搬出する

ものとする。なお、積算上見込んでいる受入場所（施設）は下表のとおりであるが、あくまでも積算上の条件
明示であり、搬出先を指定するものではない。また、受入施設の変更にかかる設計変更については、２．による

ものとする。

(1.3.8)

積算上見込んでいる受入場所（施設）は下表のとおりであるが、あくまでも積算上の条件明示であり、搬出先を

１．本工事の施工により発生する建設副産物の搬出については、（１）～（４）により取り扱うこととする。
※注１　運搬経路の適正な設定並びに車両及び積載量等の適切な管理により、騒音、振動、塵埃等の防止に努

めるとともに、安全な運搬に必要な措置を講じること。

※注２　本工事は、受入場所（施設）の搬出の調査を行う場合があります。
（１）建設発生土

①工事間流用等で受入地に搬出する場合
本工事の建設発生土について、受入場所（施設）及び受入条件は下表のとおりとする。なお、これにより難い

場合が生じたときは、監督職員の指示によるものとし、設計変更の対象とする。

②民間受入施設等へ搬出する場合
本工事の建設発生土について、公的な受入施設又は県土木部が建設発生土の受入施設として登録している民間

受入施設に搬出するものとする。なお、積算上見込んでいる受入場所（施設）は下表のとおりであるが、あくま
でも積算上の条件明示であり、搬出先を指定するものではない。また、受入施設の変更にかかる設計変更の取扱

いは、２．によるものとする。

本工事における立木の伐開等に伴い発生する木材については、原則県内の再資源化等施設に搬出するものとす

る。なお、積算上見込んでいる受入場所（施設）は下表のとおりであるが、あくまでも積算上の条件明示であり、
搬出先を指定するものではない。また、受入施設の変更にかかる設計変更の取扱いは、２．によるものとする。

　受注者の責によるものでないやむを得ない理由とは、以下の（１）～（５）である。
（１）受入施設の受入可能量の超過、施設の故障等、受入側の事情により受入が不可能となった場合

（２）受入場所（施設）までの運搬経路に支障が生じ運搬が不可能となった場合、もしくは迂回経路の運搬距
離が著しく延びる場合

２．本工事の施工により発生する建設副産物の搬出（１．（１）①の場合を除く）について、受入施設の変更にか

かる設計変更の取り扱いは以下のとおりとする。
　受注者の責によるものでないやむを得ない理由により、受入施設の変更を行う場合は、監督職員と協議の

上、設計変更の対象とする。

１．発生材の処理等

（５）受入施設が廃棄物処理法に基づく許可の失効、もしくは行政処分を受けた場合

（４）受入施設の不適正な行為を行政機関等が確認した場合

よりエラーチェックを実施し、記入内容を確認及び修正した上で監督職員に提出しなければならない。

　なお、受注者の都合による受入施設の変更は、監督職員と協議の上、建設発生土については公的な受入施設
又は奈良県土木部に建設発生土受入業者として登録している県内の民間受入施設に限って、また、建設廃棄物

については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」や「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（建
設リサイクル法）」等関係法令や「建設副産物適正処理推進要綱」などに基づき適切に処理する場合に限って

認めるものとし、設計金額の変更は減額となる場合のみを対象とする。
　請負金額が１００万円以上の工事の場合は、再生資源利用計画を国土交通省ホームページにある「建設リサ

イクル報告様式」中の所定の様式に基き作成し、印刷物を施工計画書に含め監督職員に提出すること。また、

再生資源利用計画を作成した場合には、工事完了後速やかに実施状況を記録した再生資源利用計画書（実施
書）の印刷物及び電子データを予定の様式によりを監督職員に提出し確認を受けること。

また、再生資源利用計画書（実施書）の電子データは、同ホームページ中の「記入内容チェックツール」に

（３）発生した建設副産物の形状等が、受入条件と一致することが困難になった場合

片道 受入期間及び
建設副産物 受入場所（施設） その他受入条件 備考

運搬距離 受入時間

・建設発生土

片道 受入期間及び
建設副産物 受入場所（施設） その他受入条件 備考

運搬距離 受入時間

・　建設発生土

片道 受入期間及び
建設副産物 受入場所（施設）

運搬距離 受入時間

・コンクリート塊

・アスファルト

コンクリート塊

・建設発生木材
(木造解体等)

片道 受入期間及び
建設副産物 受入場所（施設） その他受入条件 備考

運搬距離 受入時間

・　建設汚泥

石綿含有建材の処理
・　石綿含有吹付け材の除去

除去対象範囲 ・　図示

除去工法 ※　標準仕様書(9.1.3(2)(a))による
除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

※　湿潤化 ・　固形化
除去した石綿含有吹付け材等の処分

・　中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・　石綿含有保温材等の除去

除去対象範囲 ・　図示
除去工法 ・　破砕して除去 ・　手ばらし

※　湿潤化 ・　固形化

・　埋立処分（管理型最終処分場）

・　埋立処分（管理型最終処分場）

・　中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・　石綿含有成形板の除去
除去対象範囲 ・　図示

除去した石綿含有保温材等の飛散防止措置

除去した石綿含有保温材等の処分

除去した石綿含有成形板の処分

・　石綿含有せっこうボード
・　埋立処分（管理型最終処分場）

・　石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板
・　埋立処分（管理型最終処分場）

・　埋立処分（管理型最終処分場）

石綿含有建材除去後の仕上工事

３．アスベスト <9.1.3(b)>含有吹付

け材の除去 ・　行う

・　行わない
適用範囲 ※　図示

作業場等の隔離等 <9.1.3(a)>

※　作業場は以下によるものとし負圧除じん機にて負圧状態により飛散防止をすること。

隔離シートの性能

※　床面
※　壁面

※　0.15mm以上のプラスチックシート等で二重
※　0.08mm以上のプラスチックシート等

ただし、（財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」による「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止
処理技術（除去）」の審査証明書（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等の飛散防止処

理技術を有する工法とすることができる。その際には監督員の承諾を得ること。

セキュリティーゾーンの設置 <9.1.3(a)>

※　下表による
適用 室名 状態

※

※

※

更衣室

洗浄室

前室

※　更衣ロッカー

※　呼吸用保護具保管箱

※　新品の保護具

※　洗顔、うがい設備

負圧

負圧

※　エアシャワー（温水シャワー）

・　高性能真空掃除機

・　使用済み保護衣保管かご
ただし、（財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」による「吹き付けアスベスト粉じん飛散防

止処理技術（除去）」の審査証明書（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等の飛散防
止処理技術を有する工法とすることができる。その際には監督員の承諾を得ること。

除去物及び汚染等処理方法 <9.1.3(b)>
※　密封処理（二重袋梱包）

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空掃除機フィルタ、除じん機フィルタ
についても密封処理を行う。

・　セメント固化

４．アスベスト含有保温
材等の除去

アスベスト含有保温材の除去工事 <9.1.4(b)>
・　行う

・　行わない

適用範囲 ※　図示

養生等
※　養生シート等を用いて区画し、場外への飛散防止を行う。

<9.1.4(a)>

掻き落とし、破砕、切断による除去方法

※　行わない

・　行う…この場合は改修標仕<9.1.3>「アスベスト含有吹き付け材の除去」によること。

除去工法 <9.1.4(b)>
※　粉じん飛散抑制剤などにより湿潤化したあとに、手ばらしによること。

※　除去物については改修標仕<9.1.3(b)>により、密封処理とする。

５．アスベスト含有成形

板の処理

アスベスト含有成形板の除去工事 <9.1.5(b)>

・　行う
・　行わない

適用箇所 ※　図示

<9.1.5(a)>養生

※　作業場は、シート等により囲うこと。

除去工法 <9.1.5(b)>

※　作業場は、散水等により湿潤化し、手ばらしによること。
※　やむを得ず破壊しなければならない場合には、十分に湿潤化した状態で行うこと。

※　除去物については、粉じんの飛散防止に努め、特に破砕されたアスベスト含有成形板については、湿潤化
の上、丈夫なプラスチック袋に入れる等の飛散防止措置を講ずること。

アスベスト含有吹き付け材の除去工事

[4.5.1]・CCA処理木材

５

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
分
等

[5.1.2]１．施工計画調査
材料名 仕様等（形式、厚さ、数量） 調査の範囲

・　図示

・　工事対象範囲

分析調査 ・　行う ・　行わない

２．特別管理産業廃棄物
の処理計画

[5.1.3][1.2.2]※　種類別に具体的な処理計画を定め施工計画書に記載する。
特別管理産業廃棄物の種類 処分場の名称 所在地等（ｋｍ）

・　廃石綿

３．PCBを含む機器類等 PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器 ・　有（数量：　　）

・　無

[5.4.1]

PCB含有シーリング材 ・　有（施工範囲は図示）

・　無

[5.4.1]

PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に納めて適切な場所に保管し、工事完了
後、監督職員を通じて保管事業者に引き渡す。

４．特殊な建設副産物の

回収及び処分

[7.3.1]

保管場所・処分場の所在地等
回収業者又は

処分場の名称等
対象機器名称回収又は処分を行う副産物の種類

・　フロン

・　ハロン
・　イオン化式感知器

・　六フッ化硫黄(SF6)ガス

・ＰＣＢ含有製品の処理

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニール）含有機器　　　　・（数量　　　　　）　　・　無

※  建設リサイクル法

次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。
＜対象となる石膏ボード＞

小名浜吉野石膏（株）いわき工場    昭和４８年～平成９年４月の間に製造されたもの

日東石膏ボード（株）八戸工場      平成４年１０月～平成９年４月の間に製造されたもの
指定する処分場

【名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地（㎞　　　　　　　　　　　　　　　　　】

受け入れ施設名・所在地（㎞）
アスベスト成形板除去工事　　　　　　　　　　　・　有（図　　示）　　・　無

受け入れ施設名・所在地（㎞）

吹き付けアスベスト除去工事　　　　　　　　　　・　有（図　　示）　　・　無

・アスベストの処理

・ヒ素又はカドミウム含有石膏ボードの処理
ヒ素又はカドミウム含有石膏ボード　　　　　　・　有（図　　示）　　・　無

３．産業廃棄物の搬出にあたっては、産業廃棄物管理票（マニフェスト）等により、適正に処理されていることを

確かめるとともに発注者に提示しなければならない。また、産業廃棄物受入施設が発行する受入時の計量伝票の
写しを監督職員に提出するとともに、発注者より請求があった場合には直ちに原本を提示すること。

なお、特別管理産業廃棄物（アスベスト等）については、受入時の計量伝票写し及び産業廃棄物管理票（マニ
フェスト）の写しを提出すること。

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成12年法律第104号。以下「建設ﾘｻｲｸﾙ法」という。）,資

源の有効な利用の促進に関する法律（平成3年法律第48号。以下「資源有効利用促進法」という。）,廃棄物の処

理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号。以下「廃棄物処理法」という。）その他関係法令等によるほ
か、建設副産物適正処理推進要綱（平成5年1月12日付け　建設省経建発第3号）に従い適切に処理し、監督職員

に報告する。

有の場合，電気照明等ＰＣＢを含有する機器は，当該部分を取り外して鉄箱に収め，所定の表示を行い，監督
職員の指示に基づき監督職員に引き渡すこと。（鉄箱は請負者負担）

　また、受注者は、法令等に基づき、再生資源利用計画を工事現場の公衆が見やすい場所に掲げなければなら
ない。

生駒南中学校校舎等解体工事

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（第1種住居地域　　　　　 ）

その他の地域・地区（市街地景観区域、15m斜線高度地区　　　　　　　 )

学校

約29,161㎡(中学校、小学校計)

■解体撤去工事

・解体に伴う電気設備、空調換気給排水衛生設備工事
・敷地内外構構造物、地中埋設物・埋設配管撤去工事

・既存建物解体(基礎・杭含む)工事

■場内整備工事 ・敷地内敷き均し工事

仕様書（令和７年版）」(以下「標準仕様書」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書(令和７年版）」(以下「改修標準仕様書」という。）

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「建築物解体工事共通仕様書(令和４年版)・同解説

（令和５年版）」（以下、「解体共通仕様書」という。）による。ただし，「解体共通仕様書」に記載されていない事項は，「公共建築工事標準

分　類
※　カラー ※　Ｌ

・　２Ｌ

・  六切り ・　　　箇所    枚

※　１部

・  　部

部  数
※　工事用アルバムA4版ポケット式程度

・　フリーアルバム

（台紙寸法323×270程度）

２．適用基準等 ・　営繕工事写真撮影要領（平成２８年版）による工事写真撮影ガイドブック　建築工事編及び解体工事編

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成３１年版）

３．工事実績情報の登録

・　適用する ※　適用しない

※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合） ・　適用しない [1.1.4]

４．電気保安技術者

５．事故報告

[1.3.3]

工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するとともに，「事故報告書」を指示する期日ま

でに監督職員に提出する。

６．技能士

[1.3.8]

[1.5.2]・　１級又は単一級技能士を配置する。 ・　１級、２級又は単一級技能士を配置する。

以下の該当工事

仮設工事
鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ事

・押出成形ｾﾒﾝﾄ板工
防水工事

工事種目 技能検定職種（技能検定作業）
・　該当する作業がある以下の職種（作業）の全て

・　とび（とび作業）
・　鉄筋施工（鉄筋組立作業）

・　型枠施工（型枠工事作業）

・　とび（とび作業） ・　鉄鋼（構造物鉄骨作業）
・　ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）

・　ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）
・　防水施工

・アスファルト防水工事作業 ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業 ・合成ゴム系シート防水工事作業
・塩化ビニル系シート防水工事作業 ・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業 ・改質アスファルトシートトーチ防水工事作業
・ＦＲＰ防水工事作業

石工事
タイル工事

木工事

屋根及びとい工事
金属工事

・　タイル張り（タイル張り作業）
・　石材施工（石張り作業）

・　建築大工（大工工事作業）

左官工事

建具工事

・　バルコニー施工（金属バルコニー工事作業）

・　建築板金（内外装板金作業） ・　かわらぶき（かわらぶき作業）
・　内装仕上施工（鋼製下地工事作業） ・　建築板金（内外装板金作業）

・　左官（左官作業）

・　サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

排水工事

舗装工事

植栽工事

・　ガラス施工（ガラス工事作業）

・　自動ドア施工（自動ドア施工作業）
カーテンウォール工事 ・　カーテンウォール施工（金属製カーテンウォール工事作業）

・　サッシ施工（ビル用サッシ施工作業） ・　ガラス施工（ガラス工事作業）
塗装工事 ・　塗装（建築塗装作業）

内装工事

・プラスチック系床仕上工事作業

・　内装仕上施工

・カーペット系床仕上作業
・木質系床仕上工事作業 ・ボード仕上工事作業

・　表装（壁装作業）
・　配管（建築配管作業）

・　路面標示施工 （・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業　　・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業）

・　造園（造園工事作業）

７．完成図等 ・　完成原図　　JWW形式又はDXF形式のCADデータ及びPDFデータ　ＣＤ１枚
・　白焼２つ折製本 １部

１部・  白焼縮小（Ａ３版）２つ折製本

８．完成写真 ※　作成する ・　作成しない

提  出  様  式撮影箇所数サイズ

９．火災保険等 工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。
保険の種類 ・　火災保険 ※　建設工事保険

保険期間 ※　工事着手から工事目的物引き渡しまで

２

仮
設
工
事

１．仮囲い ・  設ける  （位置、延長等は図示）

・  単管シート（H=          ）

・  防音パネル（H=          ）

・  シートゲート  （W=          H=          ）×      箇所

・  波形鉄板   （H=          ）
・  防音シート （H=          ）

・  ﾌｪﾝｽﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ（H=          ）

・  設けない

２．騒音、防塵等の対策
・　防音パネル ・　防音シート

・　設けない

[2.2.1]
・　養生シート

・  万能鋼板  （H=3,000     ）

・  パネルゲート  （W=図示        H=4,000   ）×     3箇所

※　設ける（適用範囲、高さ等は解体建物の外部足場全周とする)

・  構内に新設する  （規模      20  ㎡程度）

・　図示（　Ｏ-008 図による）

・　行う　（ G図、E図、M図 による）

・　行う　（　Ｇ-003 図による）

ダイオキシン 煙突内面

PCB 変圧器
・　図示

・　工事対象範囲

空調機

６
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１．石綿含有建材の
除去工事

施工調査
※　石綿含有建材の事前調査

工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によって石綿を含有している吹付材、成形板、建築材料等
の使用の有無について調査する。

・　分析による石綿含有建材の調査

分析対象

調査範囲（　・　　　　　　　　　　・　図示　）

貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト及びトレモライト

定性分析方法
JIS A 1481　又は　JIS A 1481-2 JIS A 1481-3　又は　JIS A 1481-4

定量分析方法
材料名

分析方法

箇所
箇所

箇所

箇所

箇所
箇所

箇所

箇所

採取箇所　　　・　図示

サンプル数　　※　１箇所あたり３サンプル

・　石綿粉じん濃度測定
測定点　測定時期、場所及び測定個所数

適用 測定名称

測定１
測定２

測定３
測定４

処理作業中

処理作業前 処理作業室内
調査対処室外部の付近

処理作業室内
セキュリティゾーン入口

測定６

測定５ 集じん・排気装置の排出口

（処理作業室外の場合）
処理作業室外 ・施工区画周辺

測定９ 撤去後１週間以降
処理作業後シート測定８

測定７

（シート養生中）

処理作業後
・敷地境界

処理作業室内

処理作業室内
調査対象室外部の付近

測定場所 測定個所数

・計　　　　　　点
・計　　　　　　点

・計　　　　　　点
・計　　　　　　点

・計　　　　　　点

・計　　　　　　点
・計　　　　　　点

・計　　　　　　点
・計　　　　　　点

出口吹出し風速

１ｍ/sec以下の位置

測定方法

・　自動測定器による測定

測定名称
・　測定４

・　測定５

測定方法
粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）、パーティクルカウンター、繊維状粒子自動測定

器（リアルタイムファイバーモニター）等の粉じんを迅速に測定できる機器を用いた測定

・　JIS A 3850-1に基づいた測定

メンブレンフィルタ
直径(mm)

測定名称
試料の吸引流量

(L/min)
試料の吸引時間

(min)

・　測定４
・　測定５

・　測定

・　測定
・　測定

・　測定
・　測定

・　測定

２５

４７

４７

５

１０

１０

３０

１２０

２４０

測定時期測定時期

<1.5.1>

５．発生材の処理等

　　(機械設備)
・フロンガス回収破砕法の規定に基づく措置の該当　　・なし　　・あり(機械設備図参照)

・家電リサイクル法(特定家庭用機器再商品化法)の規定に基づく措置の該当　　・なし　　・あり(機械設備図参照)
・引渡しを要するもの　　・なし　　・あり(            )

・廃棄物は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等の関係法令を遵守し、場外搬出の上適切に処分すること。

生駒南中学校校舎等解体工事　　　　　　　　　　
工事名称

図面名称 縮尺

A3:

図面ＮＯ．

A1:

今村　達哉
年 日月成作

回４第

回３第

回２第

第

備 考

回
担
 
当06・6305・2222

06・6305・6666

設
 
計〒 532-0011本      社 大阪市淀川区西中島４－３－２　類ビル

〒 144-0052
〒 532-0011 大阪市淀川区西中島４－３－２　類ビル

東京都大田区蒲田５－３８－３　蒲田朝日ビルディング東京設計室
大阪設計室

03・5713・1011

１ 2026　　 05　　　29

鈴木　康夫

舘柳　光佑小熊　耕平

一級建築士 大臣登録第363087号

Ｏ－004
解体工事特記仕様書(1) -

-

2

2
1

4方向各1
2

６．アスベスト含有

仕上塗材の除去 ・　行う

・　行わない
適用箇所 ※　図示

養生

アスベスト含有仕上塗材の除去工事

※　養生シート等を用いて区画し、場外への飛散防止を行う。

７

そ
の
他

１．有価物 ・有価物は銅とする。

(冷媒用配管、給湯管　機械設備図参照)

・浄化槽内及び内部配管・機器の清掃・撤去・消毒は専門業者により行う。また、「廃棄物の処理及び清掃に

除去工法

※　高圧水洗工法や剥離剤を用いる工法等により、湿潤化した状態で行う。

※　電動グラインダー等の電動工具により除去を行う場合は、除去する仕上塗材を常時湿潤化した状態で行う。

※　除去物については、耐水性のプラスチック袋等により二重で梱包する。

解体整備範囲:約9,933㎡

を遵守すること。

ゲート地点

石綿調査結果報告書

3

2

2

.

.

.

.

.

.

.

.

.

生駒市萩原町 地内

延べ300人 交通誘導警備員Ｂ：2名/日

２．交通誘導警備員については、下表のとおりとする。工事の実工程等による交通誘導警備員が積算員数に満たな

い場合は、減額設計変更の対象とする。ただし、発注者と施設管理者等との協議結果により、交通誘導警備員
編成が変わる場合は、設計変更の対象とする。

３．工事内容に変更が生じた場合は、設計図書に関して監督職員と協議するものとし設計変更の対象とする。

株式会社都市樹木再生センター
大阪府大東市大字龍間1266番5

10km 8:00～18:00

奈良県生駒市北田原町1207番8
7:30～17:009.2km

奈良県アスコン協同組合
大和郡山市額田部北町1164-2

14.7km 8:00～17:00

備考
その他
受入条件

参考数量

約5941.8ｍ3

(ケーブル　電気設備図参照)

２．浄化槽の清掃、撤去

　　について

施工時期・時間の制限
・　無

）・　有（内容：関連工事による施工時期の調整

　関する法律」等の関係法令を遵守し、場外搬出の上適切に処分すること。

３．施　工　条　件

・　月曜日～土曜日作業可能、日曜日及び祝日は作業不可

　　作業時間　9：00～18：00(片付け含む)

４．支払い条件

請負代金額から前払金を差し引いた残金及び請負代金額の変更分については令和９年度に支払うこととする。

支払いについては、請負代金額の４割を前払金として令和８年度に支払うこととする。

※　指定しない

関係機関等との協議結果・特定条件の付加

資機材置場所

工事用車両の駐車場所
部位別施工順序

・　無
）・　有（内容：

・　無

）・　有（内容：
・　無

・　無
・　図示による

関係機関等との協議の未成立事項
・　有（敷地内）

・　有（敷地内）

　　解体作業は令和9年1月18日以降に着手すること。

※　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の上、指示に従うこと。

る入札参加停止期間に相当する期間中でないこと。

等）を調査・記録し，報告書を監督職員に提出すること。

※　工事を施工するために下請負契約を締結した場合は，施工体制台帳を作成し、工事現場にそなえるとともに

その写しを監督職員に提出しなければならない。

※　下請負者が、生駒市の入札参加停止期間中に建設業法第２９条の規定により建設業者の許可を取り消された

などの理由で生駒市の入札参加資格者でなくなった場合は、当該許可を取り消されなかったとした場合におけ

※　受注者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事の円滑な進捗をはかること。

※　全ての工事で，工事施工体系図を工事現場の見やすい場所に掲示する。

※　工事を施工するために下請負契約を締結した場合は，施工体制台帳を作成し、工事現場にそなえるとともに

その写しを監督職員に提出しなければならない。

※　下請負者が、生駒市の入札参加資格者である場合には入札参加停止期間中でないこと。

※　工事着手前に埋設インフラの調査を行い、監督職員に報告書を提出すること。

※　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具

調査範囲　　※　図示　O-006に示す

　　近隣住民等に工事概要を説明する説明会を実施すること。



２．品質及び施工管理に

　　関する事項

１．受注者の責務

適
正
な
コ
ン
ク
リー

ト
工
事
実
施
に
関
わ
る
受
注
者
の
遵
守
事
項

    　　生コンクリート納入は、厳正な品質管理と安定供給ができるようにすること。

 

※　受注者は、生コンクリートの品質確保において、工場から現場までの運搬管理が極めて重要で

認識するとともに、現場到着以降の品質確保について責任を負うものとする。

あることを

　　受注者は、施工計画書にコンクリート打設計画の記載にあたり、打設時の気温・コンクリート温度管理計画、

投入高さ、気温に適した打ち込み・打ち重ね時間、型枠・支保工の取り外し時期を明記し、これに基づき、打

打設計画を記述すること。

設作業を行わなければならない。コンクリート圧送作業をする際には、ポンプ機種等を含めたコンクリートの

  （１）生コンクリート工場の選定に関することについて

    　　生コンクリート工場の選定については、奈良県土木請負工事必携の「土木工事共通仕様
　　　書」最新版または国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書」最新版に基づき選定する

こと。

　　　　生コンクリート注文の際、水セメント比指定を満足させるための呼び強度をＪＩＳ規格に定めるものの中か
ら選定すること。なお、粗骨材最大寸法が２５ｍｍと表記されているものは、２５ｍｍ又は２０ｍｍとする。

これ以外による場合は、配合計画書及び基礎資料を確認のうえ、使用するまでに監督職員に提出しなければな
らない。

  （２）生コンクリート運搬に関することについて
    １）道路交通法等関係法令を遵守すること。

    ２）現場までの運搬ルートにおいて、大型車規制等の規制対象範囲がないか確認すること。

  （３）施工に関することについて

    １）原則として、土曜日、日曜日、祝日の生コンクリート打設は行わない。やむを得ず打設す
　　　る場合には、監督職員と協議し、了解を得ること。

    ２）加水及び加水の疑いが生じるような行為を行わないよう下請業者及び生産者(生コンクリ

  　３）生コンクリートの運搬にあたって、トラックアジテータ（大型）からトラックアジテータ（小型）に積み替

える行為については、コンクリートの品質を損なうおそれがあるので禁止する。

　　４）生コンクリート納入時には、過積載が行われないよう主任技術者等責任者が必ず立会い、
　　　伝票等で過積載のないことを確認すること。

５）建設現場で使用されず不要となり運搬車ドラム内に残った生コン（以下、「残コン」と略称）で商品として
不要になったものは、産業廃棄物の「ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず」として、廃棄物の処理

及び清掃に関する法律に基づき適切に処理すること。
・他者の産業廃棄物を業として処理する場合、地方公共団体の許可を取得する必要がある。

・コンクリート圧送作業後にコンクリートポンプ内で発生する残コンは、廃棄物に当たり、産業廃棄物運搬許可

のない圧送業者がコンクリートポンプ車で持ち帰る（運搬する）ことは法令違反となる。

 

　　　ート工場)を指導すること。なお、生コンクリート運搬車の洗浄は、加水行為と疑われないように注意すると
ともに、生コンクリートの打設前は洗浄しないこと。

  　３）生コン運搬車を現場内で洗浄しようとする場合、洗浄水が打設中のコンクリートに混入しないよう配置計画
　　　するとともに、生コン運搬車の洗浄設備(洗浄水受け等)を設け、洗浄水は適切に処理すること。 生コン運搬車

の水洗いは、運搬経路上など洗浄設備のない場所では行わないこと。

    ４）降雨、降雪時の生コンクリート打設は原則行わないものとする。ただし、少雨であり、かつ十分な降雨対策
　　　を行い、生コンクリートを打設する場合には、監督職員と協議すること。

    ５）生コンクリートをポンプ打設する際には、現場状況に応じた適正なポンプ車(能力に余裕のある機種等)を使
　　　用すること。また、ポンプ打設に関わる適正資格(圧送施工技能士等)を有する業者が施工すること。

　　　　コンクリートのポンプ施工指針〔２０１２年版〕には、『コンクリートポンプによる圧送作業を行う圧送技

能者は、労働安全衛生法の「特別教育」を受けた者で、かつ、厚生労働省の「コンクリート圧送施工技能士」

　　６）コンクリートを打設する時は必ず１回／１構造物、段階確認と同様に監督職員に連絡を行うこと。

の１級または２級の資格を保有するのが基本である。また、これらの資格を有するとともに、（社）全国コン

クリート圧送事業団体連合会が行う当該年度の全国統一安全・技術講習会を受講している者を配置するのがよ
い。』と解説に記載されている。

  （１）品質に関わる措置

        生コンクリートの加水行為が判明した場合は、当該構造物の除去等の改善措置を講じること。なお、加水行
為を行った生コンクリート工場は、当該工事において使用しないものとする。

  （２）運搬に関わる措置
        運搬に関わる遵守事項が守れなかった場合には、速やかに改善措置を講じること。

　（３）その他の品質確保に関わる措置

　　　　その他の品質確保に関わる遵守事項が守れなかった場合、監督職員は、必要な措置を取るよう受注者と協議
を行い、再発防止に向けて改善指示等を行う。

  （１）改善措置計画等が確認されるまで、コンクリート打設工事は中断するものとする。

  （２）調査、試験、改善計画、工事中断にかかるすべての費用は、受注者の負担とする。

    　違反行為が生じた場合、発注者は工事成績点に厳格かつ適切に反映する。

　　た場合の措置

３．遵守事項が守れなかっ

　　評価

５．工事成績への適切な

　　費用負担

４．改善措置の確認及び

生
駒
市
建
設
工
事
成
績
評
定
結
果
活
用
基
準

１．目的

２．対象業者

３．措置基準 (1)　格付への反映
　　評定結果を格付に反映させる工事については、以下のとおりとする。
　　①市内土木工事（生駒市内に事務所を置く土木一式工事業者）

　　②土木一式工事
　　③建築一式工事

　　④舗装工事

(2)　入札参加停止措置（入札参加資格の停止措置）

(3)　入札参加資格等に関する制限

４．工事成績が優秀な者

　　対する表彰制度

５．共同企業体（JV）の

　　取扱い

６．その他

附則 １　この基準は、平成20年5月27日から施行する。

附則 １ この基準は、平成２５年７月１日から施行する。

　この基準は、生駒市が発注する建設工事に係る入札参加資格者（以下｢受注者｣という。）を対象に、生駒市建設

工事成績評定要領（平成19年6月1日施行。以下｢評定要領｣という。）に基づき評価された評定結果を入札制度に活

めることを目的とする。

用することにより、良好な工事成績を得た者を正当に評価するとともに、不良受注者を排除しもって工事品質を高

　　上記の格付を実施しようとするときは、当該年度の前年度及び前々年度（過去２ヵ年度）に完成した全工種に
　おける工事成績の平均点（小数点以下切り捨て）によって下表のとおり区分し、評定値を市内土木工事にあって

は総評定点に、その他の工事にあっては総合評定数値に加えるものとする。
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

49　以下54～50

△40△20

59～5564～60
評定結果

（評定点）

評定値

80　以上 79～75

2040 10

74～70 69～65

△100

49点以下（Ｅ評価）の評定結果を受けた対象業者は、生駒市建設工事等入札参加資格者入札参加停止措置要領
の規定に基づき、工事成績評定結果通知書又は再通知書の通知日から3ヶ月間の入札参加停止措置とする。

　　一般競争入札を実施するときは、入札に参加するために必要な資格の一つとして、入札公告の日に対して前年
度及び前々年度（過去2ヵ年度）に完成した工事のうち、入札に付する契約と同一工種において、評定結果の平

均点が60点以上（小数点以下切り捨て）の者とする。（59点以下（Ｄ評価以下）の者は1年間同一工種の入札に
参加できない。ただし、当該措置によって1年間入札に参加出来なかった者が、その翌年度入札に参加しようと

するときはこの限りでない。）

を基準として前年度及び前々年度に完成した工事の評定結果の平均点を対象とする。）
また、指名競争入札の業者選定を行なうときも一般競争入札と同様の取扱いをするものとする。（指名通知日

工事成績が優秀な者に対する表彰制度は、別に定める。

共同企業体（JV）の構成員の全てについて、｢３．措置基準」を適用する。

を公表の上実施する。

生駒市建設工事等資格審査委員会が、工事の品質を高める上で必要と認める場合は、新たな基準を加え、これ

名通知日、随意契約にあっては見積もりの依頼を行なった日が、平成20年6月1日以降の建設工事に適用する。

２　この基準の「３．措置基準(2)指名停止措置｣は、一般競争入札にあっては広告日、指名競争入札にあっては指

３　この基準の｢３．措置基準(3)入札参加資格等に関する制限｣については、一般競争入札にあっては広告日、指
名競争入札にあっては指名通知日、随意契約にあっては見積もりの依頼を行なった日が平成20年6月1日以降の建

る。
設工事の評定結果を対象とし、平成22年4月1日以降に公告又は通知する一般競争入札又は指名競争入札に適用す

ては指名通知日、随意契約にあっては見積もりの依頼を行った日が、平成２５年７月１日以降の建設工事に

２ この基準の「３ 措置基準（２）入札参加停止措置」は、一般競争入札にあっては公告日、指名競争入札にあっ

する。
ては指名通知日、随意契約にあっては見積もりの依頼を行った日が、平成２５年７月１日以降の建設工事に適用
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１．再生資材等の利用

１．本工事の施工において使用する再生材は下記のとおりとする。

（再生資材等の利用）

工事目的物に要求される品質等を考慮したうえで、工事施工箇所から20ｋｍの範囲内（再生加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の

場合は運搬距離20km及び運搬時間1.5時間の範囲内）で、奈良県内に再生資源化施設がある場合は、県内の再資源
化施設で製造された再生材を使用すること。

ただし、当該工事の工期、施工条件等により、必要とする量が確保できない場合は、監督職員と協議すること。

資材名 規格
・再生加熱アスファルト混合物

・再生クラッシャーラン RC40
・再生粒度調整砕石

・再生コンクリート砂

備考

２．上記１．に記載しない再生材及び建設資材・物品等調達についても、奈良県産品の使用をより一層努めるこ

と。
なお、奈良県産品とは次の①から②に示すものとする。

①県内の工場等（本店が県内にあり、工場が県外にある場合も含む）で製造・加工された資材・製品

②奈良県リサイクル認定製品
３．再生材の使用にあたっては、別紙「再生材の使用に関する取り扱いについて」によること。

４．再生材の使用にあたっては、使用前に、監督職員に再資源化施設が発行する試験成績書を提出すること。ま
た、不純物の混入が無いこと等、現場にて搬入時にその品質確認を行うこと。

現場に搬入された再生材が、品質等その使用が不適当と監督職員から指示された場合には、これを取り替える

とともに、新たに搬入する材料については、再検査（または確認）を受けること。
請負金額が１００万円以上の工事の場合は、再生資源利用計画を国土交通省ホームページにある「建設リサイ

クル報告様式」中の所定の様式に基づき作成し、印刷物を施工計画書に含め監督職員に提出すること。また、再
生資源利用計画を作成した場合には、工事完了後速やかに実施状況を記録した再生資源利用計画書（実施書）の

印刷物及び電子データを所定の様式により監督職員に提出し確認を受けること。
また、再生資源利用計画書（実施書）の電子データは、同ホームページ中の「記入内容チェックツール」によ

りエラーチェックを実施し、記入内容を確認及び修正した上で監督職員に提出しなければならない。

２．再生材の種類 （１）再生クラッシャラン

再生クラッシャランは、所要の修正ＣＢＲと粒度が得られるように路盤発生材、再生骨材、あるいはこれら
を混合し、必要に応じて補足材を加えた再生資材をいう。

（２）再生粒度調整砕石

再生粒度調整砕石は、所要の修正ＣＢＲと粒度が得られるように路盤発生材、再生骨材、あるいはこれらを
混合し、必要に応じて補足材を加えて粒度と含水比を調整した再生資材をいう。

（３）再生コンクリート砂
再生コンクリート砂は、セメントコンクリート発生材を破砕または解砕し、所定の粒度に調整し、必要に応

じて補足材を加えた再生資材をいう。

（４）再生加熱アスファルト混合物
アスファルトコンクリート再生骨材に、必要に応じて再生用添加剤、新アスファルトや補足材を加えて製造

路盤発生材とは、舗装発生材のうち、路盤から発生する砕石、クラッシャラン、粒度調整砕石、セメント安

定処理路盤材、鉄鋼スラグ等の発生材をいう。
再生骨材とは、アスファルトコンクリート再生骨材、セメントコンクリート再生骨材、路盤再生骨材の総称

をいう。
アスファルトコンクリート再生骨材とは、アスファルトコンクリート発生材を破砕または解砕し、分級した

骨材をいい、これには舗装発生材中のアスファルトを含む。

した加熱アスファルト混合物をいい、道路舗装の表層・基層に適用する。
【用語の説明】

【注 意 事 項】
工事で発生したコンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊は、産業廃棄物であるとともに、再生資源

としても位置づけられるものである。再利用するには、有価物にするための再生処理をおこなう必要がある。
①　再資源化施設で再生材として処理されたものを有償で買い取り、工事で使用する。

②　移動式破砕機・仮設プラント等で自ら中間処理を行い、使用目的(場所)の品質・規格に適合する有価物

（使用にあたっては、廃棄物処理法の手続きに等に注意してください。）

※「有価物」－－－－－－－－－他人に有償で売却できるもの

３．適用工種
 再　　生　　材 適　用　工　種

再生クラッシャラン

再生粒度調整砕石

再生コンクリート砂

再生加熱アスファルト混合物

舗装の下層路盤材料

土木構造物の基礎材・裏込材・埋戻材
 ※ただし、アスファルトコンクリート再生骨材を含む場合は、河川構造物

に使用してはならない。
舗装の上層路盤材料

電線共同溝、下水道の管路部等の基礎材

舗装の表層材・基層材

４．品質基準 ○再生クラッシャラン
コンクリート塊から製造した再生クラッシャランを利用するにあたって、その用途を定め、品質基準を次のよう

に規定する。

①使用用途 下層路盤材、埋戻材、裏込材、基礎材

※ただし、アスファルトコンクリート再生骨材を含む場合は、　河川構造物に使用し
てはならない。

②粒度 最大粒径は目的に応じ適宜選択するものとする。
試験方法は、ＪＩＳ Ａ １１０２「骨材のふるい分け試験」に基づき行い、望ましい

粒度範囲は下表のとおりとする。

粒度範囲(呼び名)
ふるい目の開き

４０～０ ３０～０ ２０～０
 (RC-40)  (RC-30)  (RC-20)

５３　　　ｍｍ

３７．５　ｍｍ  100
３１．５　ｍｍ － 95～100

95～100

 100

２６．５　ｍｍ － －  100
１９　　　ｍｍ 50～80 55～85 95～100

１３．２　ｍｍ － －  60～100
　４．７５ｍｍ 15～40 15～45 20～50

　２．３６ｍｍ 5～25 5～30 10～35

通
過
質
量
百
分
率(

％)

〔注〕再生骨材の粒度は、モルタル粒などを含んだ解砕されたままの見かけの骨材粒度
を使用する。

③ＰＩ(塑性指数) 試験方法 ＪＩＳ Ａ １２０５「土の液性限界・塑性限界試験」に基づく。

規格値
６以下

ただし、簡易舗装の下層路盤に使用する場合は９以下とする。

試験方法 舗装試験法便覧２－３－１「修正ＣＢＲ試験方法」に基づく。
２０〔３０〕％以上

ただし、簡易舗装の下層路盤に使用する場合は10〔20〕％以上とする。
アスファルトコンクリート再生材を含む再生クラッシャランを用いる場合

は、修正ＣＢＲの基準値に〔 〕内の数値を適用する。なお、４０℃でＣＢ

Ｒ試験を行う場合は通常の値を満足すればよい。

規格値

ＪＩＳ Ａ １１２１「ロサンゼルス試験機による粗骨材のすりへり試験」
試験方法

〔粒度は道路用砕石Ｓ-１３(13-5mm)のもの〕に基づく。
規格値 ５０％以下

④修正ＣＢＲ

⑤すり減り減量

試験成績表は、工事で使用する日から６か月以内の試験成績表を有効と見なす。

再生クラッシャランを使用する場合は、上記に掲げる②～⑤に関する試験成績表を使用

前に提出しなければならない。

⑥試験成績表

○再生粒度調整砕石

コンクリート塊から製造した再生粒度調整砕石を利用するにあたって、その用途を定め、品質基準を次のように
規定する。

①使用用途

②粒度

上層路盤材

最大粒径は目的に応じ適宜選択するものとする。

試験方法は、ＪＩＳ Ａ １１０２「骨材のふるい分け試験」に基づき行い、望ましい
粒度範囲は下表のとおりとする。

ふるい目の開き
粒度範囲(呼び名) ４０～０ ３０～０ ２０～０

 (RM-25) (RM-30)(RM-40)

５３　　　ｍｍ  100

 100３７．５　ｍｍ
３１．５　ｍｍ － 95～100  100

２６．５　ｍｍ － － 95～100
１９　　　ｍｍ 60～90 60～90 －

１３．２　ｍｍ － － 55～85

４．７５ｍｍ 30～65 30～65 30～65

95～100

２．３６ｍｍ 20～50 20～50 20～50

４２５    μｍ 10～30 10～30 10～30
７５    μｍ 2～102～102～10

通
過
質
量
百
分
率(

％)

〔注〕再生骨材の粒度は、モルタル粒などを含んだ解砕されたままの見かけの骨材粒度

を使用する。
③ＰＩ(塑性指数) 試験方法 ＪＩＳ Ａ １２０５「土の液性限界・塑性限界試験」に基づく。

４以下規格値
④修正ＣＢＲ 試験方法 舗装試験法便覧２－３－１「修正ＣＢＲ試験方法」に基づく。

８０〔９０〕％以上

規格値 アスファルトコンクリート再生材を含む再生粒度調整砕石を用いる場合

は、修正ＣＢＲの基準値に〔 〕内の数値を適用する。なお、４０℃でＣ
ＢＲ試験を行う場合は通常の値を満足すればよい。

⑤すり減り減量 試験方法 ＪＩＳ Ａ １１２１「ロサンゼルス試験機による粗骨材のすりへり試験」
〔粒度は道路用砕石Ｓ-１３(13-5mm)のもの〕に基づく。

ただし、簡易舗装の下層路盤に使用する場合は60〔70〕％以上とする。

規格値 ５０％以下

⑥骨材の安定性
※新材砕石を混

合している場合
に適用

試験方法
試験対象は混合する新材砕石とする。
（混合前に試験を実施のこと）ＪＩＳ Ａ １１２２

「硫酸ナトリウムによる骨材の安定性試験」に基づく。
規格値 ２０％以下

⑦試験成績表

試験成績表は、工事で使用する日から６か月以内の試験成績表を有効と見なす。

再生粒度調整砕石を使用する場合は、上記に掲げる②～⑥に関する試験成績表を使用

前に提出しなければならない。ただし、⑥については、再生材のみで製造されている場
合は、提出は不要とする。

○再生コンクリート砂

セメントコンクリート塊から製造した再生コンクリート砂を基礎材に利用するにあたって、その用途を定め、品
質基準を次のように規定する。

①使用用途 電線共同溝における管路及びます部の基礎材

下水道における管路の基礎材

②粒度 試験方法は、ＪＩＳ Ａ １１０２「骨材のふるい分け試験」に基づき行い、最大粒径及
び細粒分（７５μｍ以下）は以下のとおりとする。

用　　　途
電線共同溝における管路及び

ます部の基礎材
下水道における管路部の基礎材

最大粒径 細粒分
１０ｍｍ以下

１０ｍｍ以下

５０％未満

１０％以下

③不純物量の制限 ゴミや有機性不純物は含んではならない。
④六価クロム溶出

試験

（積算にあたっては、必要な費用を計上しなければならない。）

平成３年８月２３日付け環境庁告示第４６号に規定される測定方法に基づき、あらかじ

め土壌の汚染に係る環境基準に適合していなければならない。
各工事で１購入先当たり１検体の六価クロム溶出試験を行い、環境基準に適合すること

を確認しなければならない。その試験には、使用する再生砂を直接採取した試料を用

い、試験を行うものとする。

⑤試験成績表 再生コンクリート砂を使用する場合は、上記に掲げる②～④に関する試験成績表を使用
前に提出しなければならない。

試験成績表は、工事で使用する日から６か月以内の試験成績表を有効と見なす。

六価クロム溶出試験は、プラントから提出される試験成績表と現場で採取した試料の試
験成績表を提出しなければならない。

○再生加熱アスファルト混合物

再生加熱アスファルト混合物の配合設計は、舗装再生便覧　平成２２年２月（社団法人　日本道路協会）に基づ

くものとする。

別紙

別紙

別紙
１．一般事項 労働安全衛生規則 第349条において「事業者は、架空電線又は電気機械器具の充電電路に近接する場所で、工作

物の建設、解体、点検、修理、塗装等の作業もしくはこれらに付帯する作業又はくい打機、くい抜機、移動式ク

レーン等を使用する作業を行なう場合において、当該作業に従事する労働者が作業中又は通行の際に、当該充電電
路に身体等が接触し、又は接近することにより感電の危険が生ずるおそれのあるときは、次の各号のいずれかに該
当する措置を講じなければならない。」となっており、また「建設工事に伴う関西電力架空線等への防護措置に係

る運用方針・費用負担に関する対応について（通知）」により防護措置の必要性が認められる場合については、変
更設計書において工事の共通仮設費の安全費の積み上げ分により計上します。
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この基準の対象は、生駒市が発注する契約規則別表（第17条）に定める金額を超える建設工事（以下「工事」

という。）の請負契約を締結し、完成した後評定要領に基づく評定を受けた工事の受注者を対象とする。 

工事名称

図面名称 縮尺

A3:

図面ＮＯ．

A1:

今村　達哉
年 日月成作

回４第

回３第

回２第

第

備 考

回
担
 
当06・6305・2222

06・6305・6666

設
 
計〒 532-0011本      社 大阪市淀川区西中島４－３－２　類ビル

〒 144-0052
〒 532-0011 大阪市淀川区西中島４－３－２　類ビル

東京都大田区蒲田５－３８－３　蒲田朝日ビルディング東京設計室
大阪設計室

03・5713・1011

１ 2026　　 05　　　29

鈴木　康夫

舘柳　光佑小熊　耕平

一級建築士 大臣登録第363087号

Ｏ－005
-
-

解体工事特記仕様書(2)

生駒南中学校校舎等解体工事　　　　　　　　　　



敷地概要

住居表示

敷地面積

用途地域

容積率限度

防火地域

建ぺい率限度

地域・地区等

その他

案内図 1/2,000

道路幅員

学童施設②

屋内運動場

学童施設①

プール棟

本館
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・120.63

・120.61

・120.71

・120.59

・120.67

・120.65

・120.54

・122.94

・122.76

・124.52

122.84

・112.06

・112.13

・112.92

111.89

114.46

114.35

113.02

112.21

　122.99
115.95

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞx2

ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫②

・120.61

・119.05

・119.23

・120.94

122.92

3
,
6
0
0

3
,
8
0
0
(
後

退
)

国道308号 ▽

法42条2項(敷地側のみ後退済)

物置倉庫

・118.41

H20 耐震補強工事［A･S･M･E］
H21 校内LAN整備工事［E］
R1　ﾓﾙﾀﾙ浮き改修工事［A･S］

S45 移転改築第Ⅰ期工事［A･S･M･E］(設計図)

S62 大規模改造工事［A･M･E］(本館1階･南館1･2階)

【南館・渡り廊下②】

S46 本館南館新築工事［M･E］(竣工図)

H31 屋内運動場床塗装工事［A］
H30 屋内運動場LED化改修工事［E］

H17 ﾎｰﾙ等床張替改修工事［A］
H16 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ改修工事［A］
H14 本館軒裏吹付工事［A］
H14 本館ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ部分防水補修工事［A］
S62 大規模改修工事［A･M･E］(本館2階～屋上)

工事内容一緒

R1　ﾓﾙﾀﾙ浮き改修工事［A･S］

S45 移転改築第Ⅰ期工事［A･S･M･E］(設計図)
S46 本館南館新築工事［M･E］(竣工図)
S62 大規模改造工事［A･M･E］(本館1階･南館1･2階)

H20 耐震補強工事［A･S･M･E］
H21 校内LAN整備工事［E］

R1　ﾓﾙﾀﾙ浮き改修工事［A･S］

H21 校内LAN整備工事［E］

S47 体育館新築工事［A･S･M･E］
H20 耐震補強工事［A･S･E］

R4　ﾄｲﾚ洋式化改修工事［A･S･M･E］

【本館】

【体育館】

R1　ﾓﾙﾀﾙ浮き改修工事［A･S］

H20 耐震補強工事［A･S･E］
H21 校内LAN整備工事［E］
H24 東館4階教室床改修工事［A］

S54 東館増築工事［A･S･M･E］

【東館・渡り廊下①】

S60 プール新築工事［A･S･M･E］

【ﾌﾟｰﾙ・ﾌﾟｰﾙ管理棟①②】

H18 揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ取替工事［A･M］
H14 ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ改修工事［A］
H12 運動場整備工事［G］

【外構(中学校)】

H13 学校屋外便所新設工事［A･S･M･E］

【屋外便所】

不明 フラッグポール設置工事［A］

H28　高圧受電設備改修工事［E］
H27　雨水管改修工事［G］

S61 施設整備工事（体育館棟）

不明 運動場スピーカー増設工事［A･E］
不明 屋外整備等及びﾊﾞﾙｺﾆｰ足元ﾌﾟﾚｰﾄ設置工事［A･E･G］

【外構(小学校)】

CB小屋

ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ庫①

S61　施設整備工事(配膳室棟)［A･S･M･E］

【浄化水槽】

H20　校内LAN整備工事［E］
S61 施設整備工事(プール棟)［A･S･M･E］

【学童施設①】図面なし

【プール棟・渡り廊下④】

下部ﾌﾟﾚﾊﾌﾞx2

防災倉庫(ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ)

【学童施設②】図面なし

【部室棟】図面なし

H24　外壁等改修工事［A･S］
S61 施設整備工事(体育館棟)［A･S･M･E］

【屋内運動場】

一方通行

S62　本館大規模改修工事［A･S･M･E］
S42　本館改築工事［A･S･M･E］ S41　南館改築工事［A･S･M･E］

S49　南東館増築工事［A･S･E］S41　南館改築工事［A･S･M･E］

S61 施設整備工事(配膳室棟)［A･S･M･E］

S53　東館増築工事［A･S･M･E］

H26　ﾄｲﾚ改修工事［A･S･M･E］
H20　校内LAN整備工事［E］

H28　東館復旧工事［A･M･E］
不明 東館便所改修工事

H26　東館保育室改修工事［A･M･E］

H20　プール改修工事［A］
不明(H10?) 東館大規模改修工事［A･S･M･E］

【配膳室】

【本館】
【昇降口】

【南館】

【東館・渡り廊下③】
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配置図 1/900

受水槽 渡り廊下②

南館

本館

部室棟

焼却炉

旗ﾎﾟｰﾙ

屋外便所
・116.95

体育館

受水槽

屋外倉庫

渡り廊下①

東館

百葉箱

ﾌﾟｰﾙ管理棟①

ﾌﾟｰﾙ管理棟②

プール

奈良県生駒市萩原町90番地他

約29,161㎡（小学校・中学校計）　解体整備範囲　約9,933㎡

東側（大登藤尾線支線3号線）:幅員 3.5?7.2ｍ、西側（萩原線24号線、大登藤尾線支線5号線）:幅員 1.3 ?4.5ｍ 2項道路敷地後退済

第一種住居区域

200％

60％

指定なし

建築基準法第22条区域、15m斜線高度地域、市街化景観区域（生駒市景観計画）、日影規制:4h-2.5h/4m

公共下水道処理区域外

南側（国道308号線）:幅員 3.0?4.4ｍ 2項道路敷地後退済、北側 (大登藤尾線)：幅員 8.3 ?6.1ｍ

棟名称

本館

南館

東館

渡り廊下①

渡り廊下②

体育館

中学校

約6,014.53㎡

確認年月日 延床面積構造 階数

S45.8.12 2,508.24㎡RC造 5+PH2

S45.8.12 869.40㎡2

S47.9.25 949.60㎡2

S54.12.5 1,144.20㎡4

S54.12.5 325.24㎡3

S45.8.12 31.08㎡1

RC造

RC+S造

RC造

S造

RC造

各棟概要・面積表

主要用途

延床面積

建築概要

部室棟

屋外倉庫

本館側ポンプ庫

本館側ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

東館側ポンプ庫

東館側ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ庫

防災倉庫

R8.3.30

R8.3.30

R8.3.30

R8.3.30

R8.3.30

R8.3.30

R8.3.30

CB造

CB造

RC＋CB造

CB造

CB造

CB造

鋼板造

1

1

1

1

1

1

1

90.72㎡

48.36㎡

7.03㎡

17.60㎡

9.60㎡

4.70㎡

8.76㎡

本館側ポンプ室

本館側プロパン庫

防災倉庫

東館側プロパン庫

東館側ポンプ室

H25　揚水ポンプ取替工事［M］

H21 学童施設増築工事 竣工図

今村　達哉

鈴木　康夫

舘柳　光佑

年 日月成作

回４第

回３第

回２第

１第

備 考

回 担
 当06・6305・2222

06・6305・6666

設
 
計〒 532-0011本      社 大阪市淀川区西中島４－３－２　類ビル

〒 144-0052
〒 532-0011 大阪市淀川区西中島４－３－２　類ビル

工事名称

図面名称 縮尺

A3:

A1:

図面ＮＯ．

東京都大田区蒲田５－３８－３　蒲田朝日ビルディング東京設計室
大阪設計室

03・5713・1011
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小熊　耕平

一級建築士 大臣登録第363087号 生駒南中学校校舎等解体工事

-

-解体建物概要　面積表
図示/2

図示
O-006
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113.6

125.7
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124.0

117.2

111.4
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110.9

111.5

113.2

111.0

120.2

113.0
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113.2
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111.6
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122.4
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111.4

110.9

市立生駒南中学校

113.1

小瀬交番

111.0

110.9

第一公園

南生駒郵便局

Ｐ

Ｔ

Ｐ

公

119.8

ＪＡならけん
南生駒支店

南こども園

市立生駒南小学校

工事場所

生駒市萩原町90番地

家屋調査対象物件　計７物件

対象物件を示す



見積書の内訳構成

１．●印を適用し、無印は適用しない。 A M E G

工事費見積内訳書は、以下の構成で作成すること。 ２．結線は機器取付けを含む工種の工事とする。

生駒南中学校校舎等解体工事

既存床・壁・天井の撤去 ● 図示範囲

共通仮設費 既存床・壁・天井の撤去に伴う設備配管、配線の撤去・処分 ● ●

現場経費 既存器具・配管・配線撤去後の床・壁・天井・仕上の補修 ●

一般管理費 既存家具・備品類の移設 ●

建築解体工事 本館解体 直接仮設 既存家具・備品の撤去・処分 ● 据付家具を除く

上屋・基礎解体 既存据付家具の撤去・処分 ●

石綿含有材除去 アスベストの撤去・処分 ● ● 図示による

既存躯体解体工事、および仕上撤去工事 ●

南館解体 ※1 （本館解体と同じ） 既存基礎撤去後の埋戻し工事 ●

東館解体 ※2  〃 既存設備撤去工事 ● ●

体育館解体 〃

プール解体 〃

部室棟解体 〃

屋外倉庫解体 〃

本館側プロパン庫解体 〃

本館側ポンプ室解体 〃

東館側プロパン庫解体 〃

東館側ポンプ室解体 〃

屋外トイレ 〃

外構 外構解体

機械設備解体工事 本館解体 機械設備解体

石綿含有材除去

南館解体 ※1 （本館解体と同じ）

東館解体 ※2  〃

体育館解体 〃

プール解体 〃

部室棟解体 〃

屋外倉庫解体 〃

本館側プロパン庫解体 〃

本館側ポンプ室解体 〃

東館側プロパン庫解体 〃

東館側ポンプ室解体 〃

屋外トイレ 〃

外構 〃

電気設備解体工事 本館解体 電気設備解体

南館解体 ※1 （本館解体と同じ）

東館解体 ※2  〃

体育館解体 〃

プール解体 〃

部室棟解体 〃

屋外倉庫解体 〃

本館側プロパン庫解体 〃

本館側ポンプ室解体 〃

東館側プロパン庫解体 〃

東館側ポンプ室解体 〃

屋外トイレ 〃

外構 〃

発生材処理 建築解体工事 以降上記構成と同様

機械設備解体工事 〃

電気設備解体工事 〃

※1 本館側EXP.Jから南側の渡り廊下②を含む

※2 本館側EXP.Jから東側の渡り廊下①を含む

工事区分

解
体
撤
去
処
分

備考

機
械
設
備
工
事

電
気
設
備
工
事

外
構
工
事

本工事 別
途
工
事
・
備
品

建
築
工
事

今村　達哉

鈴木　康夫

舘柳　光佑

年 日月成作

回４第

回３第

回２第

１第

備 考

回

06・6305・2222

06・6305・6666

〒 532-0011本      社 大阪市淀川区西中島４－３－２　類ビル
〒 144-0052
〒 532-0011 大阪市淀川区西中島４－３－２　類ビル

工事名称

図面名称 縮尺

A3:
A1:

図面ＮＯ．

東京都大田区蒲田５－３８－３　蒲田朝日ビルディング東京設計室
大阪設計室

03・5713・1011
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一級建築士 大臣登録第363087号 生駒南中学校校舎等解体工事

見積区分 工事区分
-
-

O-007
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掘削工事を行う場合は埋設管との離隔を500mm以上確保すること。

右図に参考図を示す。

1:800
1:400敷地現況図・仮設計画図
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A3:
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体育館西側、南側の擁壁を除き、既存擁壁は存置すること。
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